
オミクロン変異株流行下の疫学調査と介入のポイント（対：施設）

感染拡大防止を図るためには・・・・

① 医療従事者、介護従事者などハイリスクの者に接する職場では、
症状が出現すれば、軽微でもすぐに検査する。できれば、ＰＣＲ検査。
PCR検査が無理なら、抗原キット検査。

② すぐに、接触者の調査を行い、検査する。

③ 同時に、陽性者や濃厚接触者を病院・施設自らゾーニングして隔離する。
※保健所だけでなく、感染管理認定看護師や感染症の専門医が早期に介入

〇 基本的な感染予防対策の実施：マスク着用、手洗い、手指消毒、換気が重要

非常時に対応できるようにしておくことが重要！

〇 人員の確保：人的に不足する夜間などは特に注意が必要

平時からの対策が重要！


